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特
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支
援
学
校
に
お
け
る
過
密
状
況
の
解
消
の
た
め
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て 

 
 

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
過
密
状
況
の
解
消
の
た
め
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書
を
次
の
よ

う
に
発
案
す
る
。 
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長 
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特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
過
密
状
況
の
解
消
の
た
め
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書 

 

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
「
令
和
五
年
度
学
校
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
全
国
の
特
別
支
援
学

校
の
在
籍
者
数
は
約
十
五
万
一
千
人
で
、
前
年
度
よ
り
約
二
千
七
百
人
増
加
し
、
過
去
最
多
と
な

っ
た
。 

本
県
で
は
、
「
子
ど
も
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
「
新
子
ど
も
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
新
設

校
の
整
備
や
、
既
設
校
で
受
入
れ
対
象
と
す
る
障
が
い
種
を
増
や
す
な
ど
、
特
別
支
援
教
育
の
ニ

ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
、
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
数
は
、
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
の
間
に
二
千
四
百
九
十
人
か
ら
二
千
五
百
九
十
六
人
に
増
加
し
、

開
校
時
の
想
定
を
上
回
る
在
籍
者
数
と
な
っ
て
い
る
学
校
が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
室
不
足
や



施
設
の
狭
あ
い
化
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

国
で
は
、
在
籍
者
数
の
増
加
に
よ
り
慢
性
的
な
教
室
不
足
が
続
い
て
い
る
特
別
支
援
学
校
の
教

育
環
境
を
改
善
す
る
観
点
か
ら
、
令
和
三
年
九
月
に
特
別
支
援
学
校
を
設
置
す
る
上
で
の
最
低
限

の
基
準
を
定
め
る
特
別
支
援
学
校
設
置
基
準
を
公
布
し
た
。
ま
た
、
令
和
二
年
度
か
ら
令
和
六
年

度
を
集
中
取
組
期
間
と
し
て
、
既
存
施
設
の
改
修
に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
を
三
分
の
一
か
ら
二
分

の
一
に
引
き
上
げ
る
な
ど
施
設
整
備
を
進
め
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
特
別
支
援
学
校
の
設
置
・
運
営
に
係
る
財
政
的
負

担
は
極
め
て
大
き
く
、
過
密
状
況
の
解
消
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
補
助
対
象
の
拡
大

や
集
中
取
組
期
間
の
延
長
な
ど
一
層
の
財
政
支
援
が
必
要
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
過
密
状
況
の
解
消
に
向
け
て
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 
記 

 

一 

特
別
支
援
学
校
設
置
基
準
の
早
期
充
足
に
向
け
て
、
国
庫
補
助
に
よ
り
改
修
し
た
既
存
施
設

の
未
改
修
部
分
の
改
修
事
業
を
補
助
対
象
に
加
え
る
な
ど
、
各
自
治
体
の
整
備
課
題
に
対
応
で

き
る
よ
う
補
助
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。 

 

二 

既
存
施
設
の
改
修
事
業
を
対
象
と
し
た
国
庫
補
助
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て
、
令
和
二
年
度
か

ら
令
和
六
年
度
ま
で
設
定
さ
れ
て
い
る
集
中
取
組
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
。 
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